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■�期　　間　９月４日（木）～９月７日（日）

■�場　　所　富士桜カントリー倶楽部（小立７１８７－４）

■�募集人数　各日　約１００名（業務によって、定員あり）

■�募集内容　①スコアラー　　　　　　②キャリング　

　　　　　　 ③スタート・アテスト　　　④固定ギャラリー整理

　　　　　　 ⑤移動ギャラリー整理　 　⑥練習場

　　　　　　 ⑦ギャラリーゲート　　　　⑧スコアカート運搬

　　　　　　 ⑨クリーンスタッフ　　 　⑩スコアボード係り　　他　

　　　　　　※詳細に関しましては、申し込み用紙をご確認ください。

■�特　　典　・当日使用しました、スタッフユニフォームは進呈します。

             ・昼食は用意します。

■応募方法・問合せ先

　　　　　   （株）ダンロップスポーツエンタープライズ内　『３６thフジサンケイクラシック』ボランティア事務局

                   東京都千代田区麹町３－４　トラスティ麹町２F

                   TEL:０３-３２２１-３４０５　　FAX：０３-３２２１-３４１０

                   上記事務局宛にご連絡いただければ、申込用紙を送らせていただきますので、

                   電話でお問い合せいただくか、ＦＡＸもしくは郵送にてご応募ください。

                   ※ＦＡＸ及び郵送でのご応募の際には、「お名前・ご連絡先」のご記入をお願いいたします。 　

■ 締　　切　８月８日（金）

　　　　　　 ※尚、応募者が多数の場合は、お断りする場合があります。

『３６ｔｈフジサンケイクラシック』ボランティアスタッフ募集！

　富士桜カントリー倶楽部では、９月４日（木）～７日（日）の日程で日本男子ゴルフツアー『３６ｔｈフジサンケ

イクラシック』が開催されます。

　今年も、日本のトッププレーヤーが富士桜カントリー倶楽部に集結し、熱い戦いを繰り広げます。

　そこで昨年に引き続き、トーナメント運営のお手伝いいただく『ボランティアスタッフ』を募集いたします。

男子プロの迫力のプレーを間近に感じることのできるボランティアスタッフにご参加いただき、トーナメント

運営に、お力を貸していただければと思います。
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「振り込め詐欺」に注意を！「振り込め詐欺」に注意を！
　皆さんもテレビなどの報道でご存知だとは思いますが、「振り込め詐欺」

の手口が巧妙になり、現時点で昨年を上廻る勢いで被害が多発しています。

　本町や富士吉田市でも、６月にそれぞれ２００万円を振り込んでしまうという

被害がでています。

　本町の被害にあった女性の場合、金融機関で対応した窓口職員に方に「振り込め詐欺ではないか」と声を

かけられましたが、振り込んでしまったということです。

電話、郵便等により高額な現金を預金口座等に「振り込め」というものについては、「すぐに振り込まない。

一人で振り込まない。」でください。十分、気をつけましょう！！

平成２０年４月末までの「振り込め詐欺（恐喝）」事件被害状況

区　　　分 認知件数 被　害　総　額

「振り込め詐欺」事件 ７，８３６件 約１１１億８，２７６万円

約６２億　  ７３万円

約１３億３，４５７万円

約１２億２，２００万円

約２４億２，５４７万円

２，７８７件

１，１５１件

１，６３３件

２，２６５件

「オレオレ詐欺」事件

内訳

架空請求詐欺事件

融資保証金詐欺事件

還付金等詐欺事件

“しまった”と思った時は、早めの相談を！

● 山梨県県民生活センター　℡055－235－8455

℡055－223－1638

「食品安全１１０番」では、皆さんからの食品の表示や安全に関す

る相談や情報を受付けていますので、お気軽にお電話下さい。

受付時間　午前８時３０分～午後５時
（土日、祝祭日、年末年始を除く毎日）

食品安全

１１０番

１．実施内容　　ビデオなどによる電気の使い方説明と実験・実演

２．実施日時　　日曜、祭日を除く午前１０時～午後５時

３．実施時間　　１～2時間程度

４．人　　数　　５名以上

５．場　　所　　ご用意いただいた場所へお伺いします。

６．連 絡 先　　（財）関東電気保安協会山梨事業本部　広報担当　岡

　　　　　　　　　　　　（甲府市飯田１－１－２４）電話　０５５－２２８－３２００

　電気は日常生活になくてはならない便利なものですが、取扱などを誤ると感電

や火災などの災害を招く恐れがあり、日頃から安全に使用する必要があります。

 （財）関東電気保安協会では、公益法人として地域や職場など皆さまの所にお伺い

し、電気を安全に効率よくお使い頂くための出前講習会を無料にて開催しております。

是非ご利用下さい。

電気安全出前講習会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



広
報
富
士
河
口
湖

　
３４

「
大
杉
地
区
溶
岩
樹
型
群
」

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　
今
回
の
「
古
の
小
径
」
で

は
、
平
成
二
十
年
五
月
十
二

日
に
町
の
文
化
財
（
天
然
記

念
物
）
に
指
定
さ
れ
た
「
大

杉
地
区
溶
岩
樹
型
群
」
に
つ

い
て
紹
介
・
説
明
し
ま
す
。

　
本
栖
字
大
杉
に
所
在
す

る
溶
岩
樹
型
群
は
、
今
か
ら

千
百
四
十
四
年
前
、
平
安
時

代
の
貞
観
六
年
（
八
六
四
）

に
富
士
山
の
側
火
山
で
あ

る
長
尾
山
や
石
塚
火
口
が
噴
火
し
た
際
に
大
量
に
噴
出
し

た
、
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
に
よ
っ
て
埋
め
尽
く
さ
れ
た
、
大
室

山
麓
の
森
林
の
樹
木
が
鋳
型
と
な
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
九
基
（
個
）
の
溶
岩
樹
型
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
今
回
の
指
定
物
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
年
十
二
月
十
七
日
に
、
竜
宮
洞
穴
、
西
湖
蝙
蝠
穴

お
よ
び
コ
ウ
モ
リ
、
本
栖
風
穴
、
富
岳
風
穴
、
富
士
風
穴
、
鳴

沢
溶
岩
樹
型
、
船
津
胎
内
樹
型
な
ど
の
溶
岩
洞
穴
や
樹
型
が

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
大

杉
地
区
溶
岩
樹
型
群
は
存
在
が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
時
の
指
定
に
漏
れ
て
し
ま
い
、

現
在
に
至
る
ま
で
未
指
定
の
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
頃
か
ら
、
富
士
山
麓
の
天
然
記
念
物

の
再
調
査
が
日
本
洞
窟
学
会
や
山
梨
県
教
育
委
員
会
な
ど

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

旧
上
九
一
色
村
で
は
、
大
杉

地
区
溶
岩
樹
型
群
を
村
の

天
然
記
念
物
に
指
定
す
る

た
め
に
さ
ら
に
調
査
を
行

い
、
位
置
や
形
状
な
ど
を
記

録
し
ま
し
た
。
結
果
、
九
本

も
の
樹
木
が
折
り
重
な
っ

た
状
態
で
形
成
さ
れ
た
複

合
型
樹
型
な
ど
、
珍
し
い
も

の
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
世
界

的
に
み
て
も
溶
岩
樹
型
が

こ
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て

発
見
さ
れ
て
い
る
事
例
は

富
士
山
麓
以
外
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
同
じ
富
士
山
麓
の

溶
岩
樹
型
と
し
て
は
、
鳴
沢

溶
岩
樹
型
が
国
特
別
天
然

記
念
物
、
船
津
胎
内
樹
型
・
吉
田
胎
内
樹
型
が
国
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
大
杉
地
区
溶
岩
樹
型
群
も

そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
価
値
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
富
士
山
の
火
山
活
動
に
よ
る
溶
岩
流
の
威
力
を
示
す
貴

重
な
天
然
記
念
物
で
あ
り
、

ま
た
、
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
が

押
し
寄
せ
る
前
の
大
室
山
麓

の
植
生
を
解
明
す
る
資
料
と

し
て
も
重
要
な
位
置
付
け
を

も
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
町
指
定
天
然
記

念
物
と
し
て
保
護
・
活
用
さ

れ
て
行
く
予
定
で
す
。

（
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

学
芸
員
　
杉
本
悠
樹
）

新
た
に
町
指
定
と
な
っ
た
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）

一般的な溶岩樹型のでき方

外側が燃焼、
または蒸し焼き状態

内部が炭化、
または朽ちていく

空洞�溶岩樹型

�

大杉地区溶岩樹型
9本から成る複合樹型
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お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
5
月
20
日
か
ら
6
月
18
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

松
崎
　
凉
羽
　
　
　
洋
　
　
奈
　
緒
　
船
津

新
井
　
紫
月
　
　
賢
　
一
　
　
妙
　
　
船
津

小
林
　
優
太
　
　
　
彰
　
　
麗
　
子
　
船
津

渡
邊
　
雅
子
　
　
雅
　
之
　
ち
ひ
ろ
　
船
津

渡
邉
　
梨
央
　
　
辰
　
也
　
聡
　
美
　
船
津

岡
　
　
玖
実
　
　
英
　
幸
　
幸
　
美
　
船
津

中
村
優
里
奈
　
　
英
　
行
　
三
奈
美
　
船
津

渡
邉
　
愛
音
　
　
将
　
幸
　
　
恵
　
　
船
津

渡
邊
　
　
瞬
　
　
一
　
樹
　
麗
　
子
　
船
津

羽
田
　
南
海
　
　
智
　
明
　
彩
　
佳
　
船
津

加
々
美
　
励
　
　
　
亘
　
　
英
　
子
　
小
立

中
村
　
百
宇
　
　
佳
　
正
　
か
お
り
　
小
立

高
野
　
裕
之
　
　
　
功
　
　
　
泉
　
　
小
立

佐
藤
　
匠
人
　
　
　
勇
　
　
亜
　
紀
　
小
立

中
野
　
友
葵
　
　
将
　
尚
　
直
　
子
　
小
立

外
川
　
秀
真
　
　
秀
　
一
　
真
知
子
　
小
立

渡
邊
　
果
歩
　
　
浩
　
次
　
和
　
美
　
小
立

堀
内
　
奏
人
　
　
昌
　
治
　
陵
　
子
　
小
立

中
塚
　
千
笑
　
　
正
　
隆
　
美
　
恵
　
浅
川

和
田
　
千
依
　
　
尚
　
之
　
幸
　
子
　
河
口

山
田
　
り
ら
　
　
達
　
也
　
絵
　
美
　
河
口

友
谷
　
一
喜
　
　
保
　
文
　
由
美
子
　
河
口

堀
内
　
玲
翔
　
　
広
　
邦
　
さ
と
子
　
勝
山

渡
辺
　
紅
羽
　
　
和
　
也
　
理
　
恵
　
西
湖
西

石
田
　
水
生
　
　
典
　
義
　
知
　
美
　
富
士
ヶ
嶺

渡
邉
　
重
保
　
51
歳
　
渡
邉
　
信
子
　
船
津

外
川
　
文
夫
　
70
歳
　
外
川
　
　
晋
　
船
津

藤
森
　
喜
三
　
72
歳
　
藤
森
　
　
保
　
船
津

り
ょ
う
わ

し
　
づ
き

ゆ
う
　
た

み
や
　
こ

り
　
お

く
　
み

あ
　
ん

み
な
　
み

も
　
ね

ひ
ろ
ゆ
き

か
ず
　
き

れ
い
　
と

く
れ
　
は

す
　
い

し
ゅ
ん

れ
い

ゆ
　
り
　
な

た
く
　
と

と
も
　
き

し
ゅ
う
ま

か
　
ほ

か
な
　
と

ち
　
え

ち
　
よ
り
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女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

富
士
河
口
湖
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
主
催

～
女
性
の
た
め
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
～

講
演
で
学
ん
だ
こ
と

「
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
～
気
練
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～
」
の
ご
案
内

　
つ
ゆ
晴
れ
の
６
月
14
日
（
土
）
、
女
連
協
で
は
定
期
総
会
を
行
い
、

併
せ
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
演
　
題
　
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
に
つ
い
て
」

○
講
　
師
　
伊
東
絵
美
奈
先
生
（
予
防
医
学
自
然
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
富
士
エ
ミ
ー
ナ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
院
長
・
医
学
博
士
）

　　
富
士
河
口
湖
町
大
石
地
区
に
設

立
さ
れ
た
「
富
士
エ
ミ
ー
ナ
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
院
長
伊
東
絵
美
奈
先
生

は
、
す
ら
り
と
し
た
若
く
美
し
い

先
生
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
講
演

を
伺
い
、
安
心
し
て
診
て
い
た
だ

き
相
談
の
出
来
る
お
人
柄
に
惹
か

れ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
女
医
先

生
が
わ
が
町
に
定
住
さ
れ
、
ご
活

躍
下
さ
る
事
に
感
謝
し
、
町
民
と

し
て
喜
び
た
い
。

　
伊
東
先
生
の
お
話
に
よ
る
と
、
い
ま
、
病
院
に
通
う
人
の
多
い
中

で
、
四
人
に
一
人
は
癌
に
な
る
と
い
う
。
で
は
、
何
故
近
年
に
な
っ
て

病
気
が
増
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
対
症
療
法
と
し
て
の
副
作

用
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
医
療
に
よ
っ
て
発
生
す
る
病
気
が
あ

る
。
し
か
し
、
心
と
体
の
つ
な
が
り
を
知
る
こ
と
で
、
病
ん
で
気
分
が

塞
ぐ
時
、
そ
の
対
処
法
と
し
て
、
ま
ず
環
境
を
変
え
る
こ
と
。
ま
た
、

仕
事
か
ら
一
時
離
れ
て
見

る
こ
と
等
々
、
予
防
は
決
し

て
難
し
い
事
で
は
な
い
。
先

生
は
こ
の
よ
う
に
ご
自
分

の
実
体
験
を
率
直
に
語
っ

て
下
さ
っ
た
。

　
医
大
を
卒
業
さ
れ
て
、
7

年
目
に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
。

医
療
の
研
究
室
に
入
ら
れ

て
、
宿
と
の
間
を
往
復
す
る

中
、
異
国
の
言
葉
や
風
習
に

な
じ
め
ず
、
頼
る
人
も
無
い

環
境
に
あ
っ
て
、
自
分
で
は

病
と
も
気
づ
か
な
い
う
ち

に
病
ん
で
、
病
院
か
ら
出
さ

れ
た
数
々
の
薬
を
服
用
す

る
う
ち
、
そ
の
副
作
用
で
更
に
悪
い
状
態
に
な
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　
な
お
、
ス
ト
レ
ス
等
不
安
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
に
対
し
て
は
、
早

め
に
対
処
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
を
貯
め

こ
ま
な
い
為
に
は
、
●
自
分
を
い
た
わ
る
。
●
が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
。

●
食
べ
物
は
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
●
自
分
が
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
と
な
る
。
●
楽
し
い
こ
と
、
嬉
し
い
こ
と
を
す
る
。
●
何
で
も
話

せ
る
人
、
自
分
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
を
持
つ
。
●
自
然
治
癒
力
を

身
に
つ
け
る
。
●
常
に
感
謝
と
思
い
や
り
を
も
っ
て
ぬ
く
も
り
あ
る

家
庭
に
す
る
等
々
。

　
先
生
の
お
話
は
、
す
べ
て
聴
衆
の
心
に
し
み
て
、
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
。
素
晴
ら
し
い
講
演
で
あ
っ
た
。

■
日
　
程
　
７
月
19
日
（
土
）
　
午
後
2
時
～
4
時

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 
2
階
研
修
室

■
参
加
費
　
2
0
0
0
円 

(

18
才
以
下
無
料)

●
問
合
先
　
富
士
エ
ミ
ー
ナ
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
℡
76-
8
3
0
3

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

日 
 
 

時
　
8
月
12
日 (

火)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 
 
 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,866人
(＋39)

 12,746人
(＋20)

 13,120人
　(＋19)

 8,943  
(＋22)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

6月1日現在の
人口・世帯

Happy Wedding

渡
邉
志
づ
ゑ
　
90
歳
　
渡
邉
十
三
雄
　
船
津

小
林
　
　
正
　
53
歳
　
小
林
す
み
江
　
船
津

赤
池
　
た
い
　
98
歳
　
赤
池
　
正
雄
　
浅
川

譽
田
　
武
司
　
81
歳
　
譽
田
　
茂
夫
　
小
立

貴
家
ち
づ
る
　
76
歳
　
貴
家
　
明
良
　
大
石

梶
原
　
喜
内
　
84
歳
　
梶
原
　
浦
子
　
大
石

堀
内
　
ウ
ラ
　
98
歳
　
堀
内
　
剛
氣
　
大
石

流
石
き
よ
こ
　
85
歳
　
流
石
　
　
純
　
勝
山

小
佐
野
洋
次
郎
　
75
歳
　
小
佐
野
洋
司
　
勝
山

小
佐
野
與
重
　
73
歳
　
小
佐
野
幸
子
　
勝
山

小
林
　
絹
枝
　
72
歳
　
小
林
　
二
郎
　
長
浜

朝
比
奈
充
知
　
69
歳
　
朝
比
奈
和
生
　
大
嵐

三
浦
　
　
巖
　
89
歳
　
三
浦
　
　
巧
　
西
湖
南

渡
辺
　
　
雄
　
82
歳
　
渡
辺
　
　
守
　
西
湖
西

小
林
　
久
政
　
67
歳
　
小
林
　
卓
也
　
精
進

暮
地
　
和
明 

 

＝ 
 

鈴
木
　
里
沙
　
船
津

井
出
　
篤
之 

 

＝ 
 

渡
邉
麻
衣
子
　
船
津

西
村
　
心
一 

 

＝ 
 

永
野
　
綾
香
　
小
立

北
村
　
　
透 

 

＝ 
 

松
延
　
歩
美
　
小
立

渡
邊
　
佑
樹 

 

＝ 
 

鈴
木
　
杏
奈
　
小
立

鈴
木
　
　
誠 

 

＝ 
 

立
川
　
和
美
　
河
口

小
河
原
裕
二 

 

＝ 
 

金
子
久
美
子
　
河
口

堀
内
　
康
児 

 

＝ 
 

山
崎
未
由
希
　
大
石

倉
澤
　
謙
一 

 

＝ 
 

久
根
口
裕
子
　
勝
山

小
佐
野
一
磨 

 

＝ 
 

渡
邉
佳
央
里
　
勝
山



地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～
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庁
舎
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

７
月
１１
日
（
金
）

　
　
　
午
後
５
時
４５
分
～
６
時
３０
分

展
示
期
間
　
７
月
１８
日
～
７
月
３１
日

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

コ
ン
サ
ー
ト

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

コ
ン
サ
ー
ト

麦
嶺
書
社
「
色
紙
展
」

……………………………………………………………………………………………………………

今
月
の
庁
舎
企
画

　毎年恒例の河口湖湖上祭を来る８月４日（月）、５日（火）に

開催いたします。開催に伴い、５日（火）午後５時より交通規

制を行います。

　住民の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、ぜひご

理解の上、ご協力をお願いいたします。

※交通規制図は富士河口湖町観光情報サイトに

　掲載してあります。

富士河口湖町住民の皆様へお願い

http://www.fujisan.ne.jp

広
報
富
士
河
口
湖

　
３６

　
新
庁
舎
落
成
と
同
時
に
、
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に

年
二
回
（
夏
・
冬
）
の
色
紙
展
を
催
し
、
早
や
十
回
を
迎
え

ま
し
た
。

　
筆
で
遊
ぶ
こ
と
の
深
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
の
愚
作
で
す

が
、
お
立
ち
よ
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

中
村
湖
石
（
主
宰
）
、
梶
原
憲
山
、
朝
比
奈
喜
四
郎
、
井
出
博
子
、

宇
野
満
子
、
大
石
聡
子
、
奥
脇
絵
美
子
、
小
佐
野
絹
子
、

小
佐
野
操
、
申
谷
初
江
、
白
壁
祥
江
、
土
屋
利
代
、
外
川
公
子
、

外
川
美
和
子
、
中
村
麗
水
、
中
村
れ
い
子
、
西
山
ツ
ネ
コ
、

穂
阪
四
郎
、
堀
内
智
美
、
三
浦
雅
子
、
森
沢
和
久
、
渡
辺
恵
巳
子
、

渡
辺
勝
宜
、
渡
辺
桂
司
、
渡
辺
精
子
、
渡
辺
初
美
、
渡
辺
と
よ
子
、

渡
辺
裕
美
、
渡
辺
美
明

　
船
津
地
区
出
身
の
梶
原
勝
矢
君
と
新
潟
県
出
身
の
大
島

克
之
君
の
二
人
が
結
成
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
」
。
昨

年
１０
月
に
ア
ル
バ
ル
「
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
」
で
デ
ビ
ュ

ー
し
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
へ
の
出

演
の
他
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ツ
ア
ー
で
全
国
を
廻
っ
て
い
る
「
Ｃ

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
」
の
二
人
が
、
軽
快
な
ト
ー
ク
を
交
え
た
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
で
下
さ
い
。

梶
原
勝
矢
君
の
略
歴

　
中
学
２
年
頃
か
ら
ギ
タ
ー
を
始
め
る
。
高
校
時
代
に

バ
ン
ド
を
結
成
し
、
地
元
バ
ン
ド
大
会
で
グ
ラ
ン
プ
リ
受

賞
。
高
校
卒
業
後
は
、
都
内
を
中
心
に
バ
ン
ド
活
動
。
作

詞
作
曲
ア
レ
ン
ジ

を
手
が
け
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
は
数
百
。

い
ろ
ん
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
中

で
、
大
島
君
と
出

会
い
、
意
気
投
合

し
て
、「
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
」
を
結
成
。

中
村
湖
石


